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自律神経の上位!ζ脳の一定部位(漏斗状部附近)
中枢が存在し，体温血圧等の調節と密接な関係があ
り，また睡眠並びに覚醒についてもこの部位との関
係が深いことなどについては種々なる立場から興味
ある研究が進められてきたが，その間Kあってなお
一定の見解が得られていない。この問題に少くとも
無機イオンが重大な関係を持つ事もまた事実で，
Demole(1)，角田(2)， Cloette，Fischer及びLoeffω
等は，犬，猫，家兎を用いて脳の漏斗状部に直接
CaC12 を注入すると，動物は睡眠に陥る事を証明
し，Demoleは KClを該部に注入して興奮状態を
惹起せしめている。叉 Cloetta及び Thomann仰
は犬をまた橋本(5)は家兎を用い，睡眠薬を与えて睡
眠状態を招来した際には血清中 Ca量の減少を見，
興奮薬投与による興奮時には Ca量は増加し， K量
はこれに反する事実を認めた。久島(6)は家兎にて睡
眠薬投与時は同様な結果を見るが，興奮時には血液
中 Ca量は CaffeineKては減少を， Campher K 
ては増加を示すと発表した。尚その際K，Demole， 
角田， Cloetta，Thomann，Fischer，Loeff，小枝 
(7)は，中枢神経系各部の Ca含有量には消長がある
という意義深い事実を見ている。乙の様な現象は，
イオン反応の特異的な現象としてみられ，その変動
は脳の漏斗状部の自律神経上位中枢に原因するよう
に考えられている。
一方乙れらイオン平衡と自律神経系との間係につ
いては幾多の業績が発表され， HoweU仰， Zondeck 
(9)は副交感神経作用がKイオンの作用 K類似し， 
Zondeckは Caの作用は反対比交感神経の作用K
相当すると述べている。
自律神経毒を用いての実験lとおいて， Adrenalin 
の注射は血液内 Caを減少すると Bi1ligheimer(1Q)， 
Dresel及び Katz(11)，津田(12)，赤松(13〉，阿南(14)， 
小田 (15)，斎藤(16)等は述べ， Dresel及び Wohlheim
く17う井上(18)はこれに反対し， K量Iζ至つては増加
或は減少，または不変なりとし，諸家の成績は一層
区々であるが，上述の如く睡眠，興奮と無機質イオ
ン，無機質イオンと自律神経系との関係についても
諸家の成績は必ずしも一致していない。
教室の原〈m，原沢，小関，内藤，藤等は薬物の中
枢性作用を更に限局して分析する為!L，ガマの視床
下部漏斗室内に諸種薬物の注入を行い，興味ある諸 
事実を見出している事から著者は，薬物の投与は同
様の方法を用い，更K本学生化学教室山田氏法を用 
いて微量血清による無機質定量を行い，ガマ血清中
の無機質イオンの時間的変動を追求し，また薬物を
異なる経路すなわち静脈内或は皮下投与した場合の
成績を比較したものをも併せ行って睡眠，興奮時に
おける血清中 Ca，K，Na量を測定し，自律神経系
との関係を明らかにしようとしてこの実験を行つ
た。
実験方法
実験動物 
150g~300 g の 11 月 ~3 月のいわゆる冬眠期に
おける成熟したオスのガマ (Bufo vulgaris for-
mosus)を使用した。
視床下部露出法
ガマを背位K固定し，開口後，口腔粘膜を正中線
で約 1cm縦切聞を加え，大きな衝撃を脳部に加え
ないように剣状骨に縦約 0.5cm横 0.2cmの小関孔
を作り，次いで硬脳膜，軟脳膜を静かに剥離して問
脳底部を露出する。
漏斗室内薬物注入法
教室の原〈18〉，原沢〈山等の行った方法i乙準じ，ツ
ベルクリン注射筒に内液のもれないようにツベルク
リン針を密着させ，図 1K示すように，視神経交叉
直下の尾側lζ見える漏斗葉に針を刺入した後，漏斗
室内lと薬液 0.05cc ~0.1 ccを注入した(第 1図参
照)。
小杉: 視床下部漏斗室内薬物注入時におけるガ第 4号 マ血清内電解質イオンの変動について -1393-
図 1a. 
一一一ー菱形脳狭
一一一ー後脳
脳髄膜側各部境界を示す
、  
¥、、¥‘
¥、、¥ーー終脳
ーー・と』ー園田関脳
脳髄膜側〈脳下垂体除去)各部の境界を示す
図 1b. 脳髄正中断面の横型
， Ventriculus r--dlenceptBali 
脈絡叢(後方〉
ー副生体 Paraphyse(背万) 
Pediculus，，"松果体 
Pulvinar /Epiphysic 
中脇島一一 

菱形脳狭

脳下垂体/P.ant.ー

，"P. p佃 t._ 
Eminentia interpedum 

cularis 

ーェ古車脳(脈絡組織〉
採血法 
ガマを腹位lζ固定し，右側大腿部中央に縦約1.5
cmの皮膚切聞を行いピンセットで坐骨動脈を分離
し，動脈lζはタレンメをかけて血流を止めた後その
入して滑脱しないように木綿糸にてカニューレ先端
を結禁固定する。先にかけた動脈上のクレンメを木
綿糸に替え，側方K軽く引き動脈を屈曲させること
により止血し，必要に応じ，糸を緩めて採血する。
上記方法で凝血等の為採血が出来なくなった時は開
胸後，左大動脈幹を切断し，それから直接採血した。
血清分離法
小量の血液から血清を分離する為下記の方法を行
った。即ち毎回小試験管に採血した約 1ccの血液を
水平に近く迄斜めに置き，一昼夜室温lと叉は氷室内
に放置し，細いガラス棒で血餅を管壁から離して，
毎分 1000---3000回転で 5--10分間遠心器にかけて
血清を分離した。
尚急、ヤ時は 200Cの瞬卵器l乙1時間放置後細いガ
ラス棒lζて血餅を管壁からはがした後冷蔵庫.(100C 
~60C) 1とて急激に冷却し， 1時間放置した後遠心器 
lζカ〉けた。
血清中諸種イオン含有量測定法
血清中 Ca及びK量は本学生化学教室の山田氏法 
(20)を， Na量の測定には沃度法(21)を用い，教室中村 
lとより作られた補償式光電光度計を用いて比色定量
した。
使用薬物 
Acetylcholirie chloride，Adrenaline chloride， 
Atropine sulfate，Vitacampher，Tetra-ethyl-
ammonium bromide，Picrotoxin，Strychnine， 
Ca百eine， Sodium pheno-barbital， Ur~thane ， 
Metubine iodide (Lilly)，Typhus cine 
採血は毎回1.0cc宛 4回計 4.0ccとし，予備実験
の結果，乙の程度の採血量では血清中の無機イオン
量l乙有意の変動を示さない乙とを知ったので，以下
の実験では薬物の投与前後の変動を経時的に追求す
ることとし?こ。
尤奮薬を投与した場合の採血はガマが皮膚から白
い分泌液を分泌する時期を目標とし，睡眠薬，自律
神経毒などでは上述の分泌現象を始め，瞳孔の大き
さ， head-dropなどについてもそれに関する知見は
明確でないので，教室の西岡の血圧測定，及び藤の
体温測定その他を参考にし，採血は次の如く，薬物
投与前， 5分， 10分， 20分の 4回とし，静脈内応用
では，投与前，後 10分， 20分， 25分， 35分として 
血中の K，Ca，Naの変動について検索した。
交感神経切断法
約 1cm下方に横に眼科用費万lζて小切開を加え，図 21ζ示すように視床下部を露出し，その下方で
その切開孔から著者考案のガラス管カニューレを挿 粘膜を切開し，第一頚椎の両側を走る交感神経節を
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図2. ガッセル氏神経節と頚静脈神経節の
部分における脳神経分布
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頚静脈神経節の前で両側共切断する。
迷走神経切断法
図l乙示すように延髄部を露出し迷走神経群を両側
共に慎重に切断する。
実験成績 
1. いわゆる冬眠期 (11月より 4月まで)におけ
る正常ガマの血清中 K，Ca，Na量の変動に
ついて
オスのガマ 154匹について， 1951年より 1953年 
K至る各年の 11月より 4月比至る 6カ月間一乙の
期間は丁度ガマの冬眠期に相当するーにわたって血
清中の K，Ca，Na量!L及ぼす変動について検べた。
その結果は第3図l乙示すように， K，Ca量はほぼ
類似の経過をたどるようである。すなわち K量は 
12月頃より漸次低下し始め， 2月比は最低値を示
図3. ガマ血清内電解質の季節的変動 
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し，その後上昇傾向を示し， 3，4 月頃ではほぼ 12~ 
1月頃の値にまで戻る。 
Ca量は K量と同じく 2月K最低値を示すが， 11 
~1 月と 3~4 月とではほぼ同じような値を示し，
とくに著しい変動を示さない。
これに対して Na量はやや異った経果をたどり， 
12月にはむしろ一過性比高まりを示し，以後 1月か
ら3月にわたって著しく減少して行き， 4月でもな
お3月とほぼ同程度の値を示している(第 3図参
照)。
このよう!L，同じ冬眠期に属すると思われる時期
でも，なお詳細に検討を加えてみると月差によりガ
マの血清中の K，Ca，Na量lと相違がみられる乙と
がわかった。その結果第3図にみられるように， K， 
Caが最低値となる 2月を中心にして，前期と後期
比わけで論ずるのが，以下の実験成績を理解するの 
K便利であると考え，またとくに 2月のものについ
て論ずる場合には，これを中期と便宜上定めて記載
することとした。 
I. Ringer液のガマ漏斗室内注入による血清 
K，Ca，Na量に及ぼす影響
血清 Ca量にあっては，前，後期共に注入後 5m
で一過性lζ減少をきたし， 10mでほぼもとに戻るの
に対し，中期ではむしろ 10lIlより増加の傾向を示
している。
血清 K量は Caと異なり，注入後 10mよりやや
増加の傾向を示し， 20mではほぼもとに近く戻る
傾向を示す。これらの変化は前，後期lとみられ，中
期の反応はむしろ Caの中期のそれに似て上昇傾向
を示している(第4図参照)。
図4. ガマ漏斗室への Ringer液注入による影響
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血清 Naについては，前，後期の反応はむしろ血
清 Caのそれに似て初期には減少傾向を示し，中期
の反応は 10mよりむしろ Ca，Kを似て軽度ながら
上昇傾向を示している。
以上の結果を第4図にまとめて示しである。これ
らの結果は，前，後期の反応はともに Ca，Na にあ
っては注入後 5mより著しく一過性に減少し， Kで
は 10mより増加の傾向を示すのに対し，中期では
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Ca，K，Naともに時間の経過に従って増加の傾向
が認められたo
但し一般には前期よりも後期の方が反応の傾向は 
強く表われるように思われる。
以上の諸変化は t-Testにより判定を試み，有意
の差をもっておることがわかったが，後に述べる薬
物応用時の諸変化に比べればいずれもこの変動は小
さく， Ringer液の漏斗室内注入によって受ける血
清 K，Ca，Na量の変動はいずれも 5%以内K止ま
ることがわかった。従って以後，薬物応用lとより得
られた電解質の変動が 5%以内K止まるものは，薬
物の直接影響により得られたものとは看倣さず。成
績の判定には単なる参考に止めた。 
Ca K 
5' I20' 
+18% 1-16.6%[ -16% 
前後
期
期 -16 1-18 -24 
で，脳細胞自身の尤奮と密
II. Acetylcholineの漏斗室内注入及び静脈内
投与による血清_K，Ca，Na量に及ぼす影響
(第 5表参照) 
(a) AChの漏斗室内注入
第5表l乙示すように， AChの漏斗室内注入によ
り前，後を通じて，血清K量は常l乙減少傾向を示す
のに対し，血清 Ca量は前期では増加，後期では減、
少と全く正反対の反応を示す。しかもこの変化は， 
ACh の濃度(10-2~ 1O -3) の差によって著しい相違
表 5. ACh漏斗室内注入による影響 
は大体において増加， K，Na量は減少を示し，投与
された AChの濃度 (0.15mg，0.2 mg，0.5mgj100 
g) Iとより特に著しく作用強度を変えることはない
ょうであった。ただあまり高濃度であるよりもむし
ろ低濃度 (0.15mg/100 g)の方が反応がやや著明に
出現するように思われた(第 7図参照)。
図 7. ACh静注による影響 
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とれらの変化は，前述の漏斗室内注入による変化
と比べ， K，Na量については同様の態度を示すが，
異るのは Ca量で，静注では増加し，漏斗室内注入
では逆に減少していることは興味あることである。
またこの K，Na量の減少と云う乙とは，全期を通
じてもみられると共K，静注でも漏斗室内応用で
も，さらに迷走神経切断ガマにおいても共通の反応
としてみられることは興味深いものがある。 
を示さないようである。な 図 6. 両側迷走神経
おまた第6図に示すように
両側迷走神経切断例では，
前期において，血清 Ca量
は常に注入後 5mでは一過
性に増加し， K，Ca量は常
に時間の経過と共に著しい
減少傾向を示している。と
の AChによる反応は明ら
かに Ringer液漏斗室内注
入による変化とは異るもの
接な関係があるのではない
かと思われる。 
(b) AChの静脈内投与 30 
AChの静注により，後期においては，血清 Ca量 a: 10-3，b: 10-4 
性向。 
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IV. Adrenalineの漏斗室内注入及び静脈内投
与の血清 K，Ca，Na量に及ぼす影響 
Adを漏斗室内に注入した場合，血清 Ca，K量共
に増加し， Na量は減少する。 乙れに対し静注した
場合には逆に血清 Ca，K量ともに減少した後増加
の傾向をたどる〈第 8，9図参照)。
図 8. Adrenaline漏斗室内注入による影響 
30 
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図9. Adrenaline静注による影響 
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AChの変化が主として血清 K量の動きに著しい
ものがあるのに対し， Adの場合はむしろ血清Ca量
にあるように J思われた。乙の相違は K+が副交感神
経系と， C++が交感神経系と相関連するという ζれ
までの諸成績と密接なつながりを持つように思われ
て甚々興味を深ぐするところである。 
v. 諸種薬物の血清 K，Ca，Na量に及ぼす影響 
(a) Atropine 
At 10-3，0.05ccあるいは 10-2，0.1 ccの漏斗室内
注入によっては，後期において，血清 Ca，K量lと
はとくに有意の差を示さなかった。 
(b) Vitacampher 
Vitacampher 5 X 10-3，0.04ccの漏斗室内注入
によっては，後期では，血清 Ca，K量に有意の差
を認め得なかった。 
(c) Caffeine 
Ca百eine10-2，0.1 ccの漏斗室内注入によっては，
後期では， とくに血清 Ca，K量iζ著変を見出し得
なかった。 
(d) チフスワクチン
チフスワクチン原液 0.04ccの漏斗室内注入でと
くに著しい変化は得られなかった。 
(e) Tetra-ettyl-ammonium (TEA) 
TEA 10-3，0.1 ccの漏斗室内注入によっては，前
期においては血清 Ca量は 10mまで著しい増加を
示し， 20mではほぼもとに戻る。 ζれK対し K量
は10mより漸次増加の傾向を示す。
しかし後期にあっては，乙れらの反応は著しくな
いか，もしくは軽度ながら Ca，K量ともに減少傾
向にある(第 10図参照〉。 
(f) Picrotoxin (Picro.) 
Picro. 1O-4~1O-3， 0.1 cc--0.04ccの漏斗室内注 
入により，血清 Ca量は軽度に， Na量は著明な増
加を示し， K量には著しい変動を示さなかった。
しかし Picro.の皮下注射 (5mgj100g)では，
むしろ逆に血清 Ca量の変動は著しくなく， K量が
僅かに増加の傾向を示し， Na量もまた逆に著しい 
図 10. Tetraethylammonium塩漏斗室内注入
による影響 (a:前期， b:後期) 
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(A)漏斗室内注入， (B)-皮下注射
減少を示し，中枢神経応用との聞に著しい相違が見
出された(第 11図参照)。 
(g) Strychnine (St.) 
St.の皮下注射 (50mgj100g)では血清 Ca，K 
量lζは著しい変化なく， Na量が著しい増加を示し
た。漏斗室内注入 (10-3，，-，10-¥0.1 cc，，-，0.05cc)で
は血清 K，Ca，Na量のいずれもが著しい増加の傾
向を示した。 
ζれら痘撃毒の漏斗室内注入lとより共通なこと
は，血清 Ca量，とくに Na量の著しい増加であり，
皮下注射では Ca，K量とも著しい動きを示さない
乙とである(第 12図参照)。
(h) Urethane 
Urethane 10-1，0.1 ccの漏斗室内注入にあって
は，血清 K，Ca，Na量の変動はいずれも有意の水 
準以下に止っているのに対し，皮下投与 (1.25gj100 
g)では，血清 K量の著しい増加が目立っている
(第 13図参照〉。
(i) 溶性フェノパルビタール (P.B.) 
P.B.の 10-3，0.1.-.-0.05ccの漏斗室内注入では，
血清 Ca，K量lとは著しい変化なく， Naの増加がみ
られるだけである。 また P~ B.の皮下注射性mgj 
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図 12. Strychnine による影響
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図 13. Urethaneによる影響 
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100 g)では血清 K量の軽度な増加と Na量のや〉
著しい減少がみられた。 ζれら中枢抑制薬である 
Urethaneや P.B.の漏斗室内注入lとより共通なこ
とは，血清 K，Ca量の著しい変動がみられず，む
しろ皮下注射により K量の軽度の増加及び Na量の 
や》著しい低下がみられたことで， ζれらの反応は
痘壁毒にみるような，漏斗室内注入で著しく，皮下 
注射ではむしろ変化に乏しかった成績と比較して著
しく対照的であるのは興味がある。 
また Urethaneと異り P.B.では血清 Na量の'
動きが目立っているのがむしろ特徴的でさえある
(第 14図参照〉。 
(j) Dimethyl-tubocurarine iodide (DMT) 
DMTKは Phenolが混在しているので，対照と
して Phenolについて，漏斗室内及び静脈内に応用
してみたところ，第 15図にみるように，漏斗室内に
応用した場合の血清 K量の動き(有意の水準以下)
を除いてはいずれもかなり著しい増加の傾向を示し
た。これに対して DMT (1O-4~1O-3 ， 0.1 cc漏斗室
内注入;0.1 mg~0.15mg /100 g，静注)の応用は，
血清 Ca，K量についてはむしろ Phenolの変化を
著しく抑制しているように思われた。た YしNa量
については Phenol，DMTともに同程度の反応を
示した。 
VI. 血清 K，Ca，Na量の変動よりみたる Ace-
tylcholine及び Adrenalineの作用に及ぼ
す箆響及び中枢麻酔薬の影響 
ACh及び Adの漏斗室内注入と静脈内投与とで
は，反応の強き，形式において一部異るものがあ
る。乙の投与方法の相違，とくに静脈内投与による
図 14. Phenobarbitalによる影響 
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図 15. DMTおよび Phenolによる影響 
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反応の現われ方については当然中枢性調節をうけて
いるわけであるが， ζの点を更に明らかにするため
に， ACh或は Adの静脈内投与による血清 K，Ca， 
Na量の変動が痘撃薬や麻酔薬の前処置により如何
なる影響をうけるかを知ろうとして，以下の如き実
験を試みた(第 16図参照〉。 
(A) ACh IL対する諸種薬物の影響 
( a) Picrotoxin或は Strychnineの前処置 
Picro.前処置により AChは血清 Ca量の増加，
及び Na量の一時増加，ついで、著しい減少を来た
誌
A 第 36巻ヨミ 雑 
し， K量にはほとんど影響を示さないことは第 16
図にみる通りである。しかし St.の前処置によって
は AChの反応はほとんど著しいものがなく (第 17
図参照)，むしろ AChの反応を St.が抑制している
ように考えられる。同じ痘撃作用をもってはいる
が，その作用部位も異るし，その痘寧発作の様式に
も同一でないものがあり， St.は或る意味ではむし
ろ交感神経系に影響を与える ζとなどから考えて， 
乙の両薬物lζ対する AChの反応の相違も必然的な
ものとも考えられる。 
(b) U rethane或は Phenobarbitalの前処置 
Urethaneの前処置では AChによる反応は血清 
CaとNa量の減少を来7こし， K量には著しい変化
を与えない(第 18図参照)0P. B.の前処置では K， 
Na量に著しい変動を与えず，むしろ Ca量は一過
性に僅かに下り，後急速に上昇している(第四図
参照)。乙〉でも Picro.と St.との関係のように 
UrethaneとP.B.とは AChによる反応lζ対して， 
同ーの態度を示さない。 
ACh静注による影響 
(A)図 17. Strychnine 前処置 
(B)図 18. Urethane /1 
(C)図 19. Phenobarbital /1 
+1 
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十4 
-4 
12 
(B) Adrenaline K対する影響 
( a) Picrotoxin及び Strychnineの前処置 
Picro.の前処置により血清 Ca，K量とくに Ca 
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量の減少が著しく， Na量には有意の差なく(第 20
図参照)， St.の前処置でも Ca量の減少が著明であ
る(第図 21参照)。乙れはむしろ Adの Ca量の減 
少がこれらの薬物により強められる傾向にあるよう 
K思われる。
(b) U rethane及び Phenobar bi talの前処置
Urethane或は Phenobarbitalの前処置では
.Adの血清 K，Na量l乙対する影響は著しくなした
量が初期一過性比増加した後減少する傾向をCel'>- 
図20. Picrotoxin前処置， Adrenaline 
静注による影響 
24 
I一 
Adrenaline静注による影響 
(A)図21. Strychnine前処置 
(B)図22. U rethane 11 
(C)図23. Phenobarbital 11 
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示し，乙の減少は Urethan:e前処置の場合lζ とく
に著しいものがあった(第 22，23図参照)。
VII. p32にたる実験
p32を漏斗室内，静脈内及びリンパ腔内氏応用し， 
各臓器への分配率を調べてみると，第 24図の如く， 
漏斗室内注入後 2hでも， p32はなお脳及び脊髄に 
可成りに分布しており，それに比べれば他臓器応対 
する分布は著しく低い。しかし漏斗室内氏注入され
た p32は少くとも時間の経過と共に体循環を経て各 
臓器に分配されて行く乙とは確かであるが，その分
配能は脳組織に多く止まり，他への移行は甚だ少い
ことを示している。 ζれに対し，股静脈またはリン
パ腔内応用によっては，前と同様注入後 2hでは肝，
腎などに多く集り，脳脊髄への移行は甚だ少い。こ
れは一般に温血動物でみられる成績と同じで、あ。
図 24. p32の臓器分布
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者 察
変温動物l乙対する薬物の反応，すなわち薬物の感
受性は，外界環境温度の影響を受ける乙とはすでに
よく知られているところである。 1951年から 1953 
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図 25. Acetylcholine，Adrenalineの血清 Ca，
K，Na量の変動に対する諸種薬物の影響
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年にわたる 3年聞における 11月から 4月までの私
の行った上記実験成績をみるに， 11月から 1月まで
を前期とし， 3月から 4月までを後期とすれば，血
清中の K，Ca量はほ Y同じ傾向を示して，著しい
変動を示さないが，その中間期，すなわちもっとも
寒い 2月頃では K，Caともに著しい低下を示した。
さらに興味あることは，血清中の Naは前期では
一時増加の傾向を示すが，続いて後期の終るまで著
しく減少傾向を示していくことで，冬眠期における
細胞機能と電解質との関係が密接なものがあるよう
に思われて興味深い。
一般l乙温血動物では交感神経緊張状態では，血清 
K量は増加し， Ca量は減少する傾向にあることは，
多くの研究者によって唱えられていると乙ろである
が， ζれにはなお多くの批判もある。ガマ血清中の
イオンの変動に関しては ζれまで詳細な報告が見あ
たらず，上述の私の成績から判断して或る時期のガ
マ，すなわち後期のガマにおいては AChの静注に
より血清 Ca量は上向性の反応(単に増加を意味
し，増加の型，時間的経過の如何を問わない。下向
性の反応とはその逆を指すものとする。) K，Naは
下向性の反応を示し， Adの静注により Caは主と
して下向性の反応， Kは上向性の反応を示すところ
からみれば， ζれらの反応成績は温血動物において 
ひきおこされるこれら薬物の反応とほ Y帰を一つに 
していると看倣されよう。しかし積極的~r.，これら
の薬物をガマの漏斗室内へ応用すれば，必ず、しもそ
れらを経皮応用した場合と同ーの反応をもって応じ
ないが，前期のガマの反応は或る程度乙れらの薬物
の経皮応用した場合に似た反応を示すことは興味あ
ることのように思われる。
すで、lζ小林(22)がウサギを用い熱穿刺及び s-
Tetrahydronaphthylamine による温穿刺の刺激は
交感神経緊張状態をひきおこし，血清中の K，Na， 
Mgイオンの増加， Caイオンの減少をきたすこと
を報告し，温血動物での薬物反応が極めて敏感に統
一性をもって示されているのに対し，ガマでは ACh
や Adの如く神経細胞に密接な関係を有する薬物で
すらかなりの高濃度を必要とする点は，ガマの感受
性だけに帰せしめるべき問題であるかどうかは分ら
ないが， Vitacampher，Caffeine，]yphoid Vac-
cine，のような痘撃毒や発熱物質の漏斗室内応用に
よっても血清イオンの変動がみられないところから
考え，痘撃という生体反応によって共通に考えられ
る問題でもなさそうであり，むしろガマの神経細胞
と薬物との特殊な親和性について考慮しなければな
らないのかも知れな~，。しかしこの点は目下のとこ
ろ未解決の問題である。
しかし T.E.A.，Picrotoxin，Strychnine，Phe-
nolのような尤奮薬では漏斗室内応用で血清中の各
イオンは全て上向性の反応を示す(但し Picrotoxin
の K量は変動を示さない)のに対し Urethane， 
Phenobarbitalでは一般には著しい反応を示さな
い点はかなり明らかな区別である。しかしこれらの
薬物を経皮的に投与した場合には， Strychnineを
除いては，いずれも多かれ少かれKイオンの上向性
の反応と， Caイオンは著しい反応を示さない ζと
である (Phenolを除く)。乙のようにして末梢応用
による薬物の反応から分析し得ない点が漏斗室内応
用により或る程度の区別を示し得た ζとは薬物の中
枢反応として，とくにそれも視床下部を中心とする
自律神経中枢と直接に関係を示し得るのではないか
と考え興味深いものがある。
さらに Picrotoxin， Strychnine， Urethane， 
Phenobarbitalの前処置により ACh}とよる血清イ
オンの変動Kおいては，等しく Kイオンの変動が見
掛け上無反応としてみられること， Picrotoxinの
前処置では AChは Ca量の上向性の反応と Naの
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上下向の二相性の反応を示すのに対し， Strychnine 
の前処置では各イオンともに無反応として示され
る。両者の薬物の ACh I乙対する相異， さらには
Picrotoxin，Strychnineの前処置では AdIr.止り 
Caイオンは下向性の反応を示すのに対し， Ure-
thaneや Phenobarbi talでは逆もしくは二相性の
反応を示す点などなお今後民解決を計らなければな
らない多くの問題を残しているように思われる。
上述の如く，漏斗室内応用による薬物反応は，少
くとも私の行った血清電解質イオンの変動からみて 
ふ静脈内応用により得られた成績と必ずしも一致
しない点は， p32の漏斗室内応用はよりその大部分
が中枢iζ局在しており， p32の臓器への分配率にお 
いて，静脈やリンパ腔内注入と明らかに異る乙とと
も関連し，重要な且つ興味あることのように思われ
る。 
結
ガマの血清 K，Ca，Na量l乙及ぼす諸種薬物の漏
斗室内応用による影響とその静脈内応用による影響 
とを比較し次の如き成績を得た。 
( 1) 1951年から 1953年にわたれる 3年聞にお
ける 1月より 4月までガマについて血清中の K， 
Ca，Na量を測定し， K，Ca量は共に同じような傾
向を示し， 2月に低下する以外は著しい変動を示さ 
ず， Na量は 12月に著しく増加した後4月まで減少 
をしてゆく。
(2 ) 上述のことから，薬物反応を理解する上 
器 開
は血清 K，Ca量の変動は逆となり， とくに Na量
の変動が著しく，前者では増加，後者では減少を示
した。 
(9) Strychnine応用時の血清 Na量は漏斗室 
内或いは皮下投与の場合共に増加を示し， Ca，K量
は後者の場合lとは変化は著しくない。 
(10) Urethaneでは漏斗室内応用ではむしろ血
清 K，Ca，Na量l乙著しい変化を与えず， 静注によ
りK量の増加が目立つ。
(11) Phenobarbitalでも Urethaneと同様の
作用を示し，た Y乙れら両方の応用によって Na量
の著しい変動がみられる。
(12) D.M.T.もまたわずかに血清 Na量の増加
を来たすに過ぎない。但し漏斗室内応用では初期ー
過性の低下がみられる。 D.M.T.1r.は Phen'olが防
腐剤として混入しているが， Phenolは漏斗室内応
用により著しい Ca量の増加，静注で Ca，K量の
増加を示し，乙れに対して D.M.T.はむしろ ζの
の Phenol反応を著しく抑制する傾向を示した。
(13) Picrotoxin， Strychnine， Urethane， 
Phenobar bi talなどの前処置により AChによる血 
情 K量の変動はみられなくなる。
(14) また Picrotoxinの前処置iとより AChの 
血清 Ca量の上向性， Na量は二相性反応を示し，
Strychnineではこのような反応はみられない。
(15) Picrotoxin，Strychnineの前処置では Ad
により血清 Ca量は下向性反応を， Urethane， 
Phenobarbitalでは上向性もしくは二相性の反応
Ir.， 2月を中心に前期，後期に分けて論じた。を示した。 
(3) Ringer液の漏斗室内応用でも僅かながら 
血清イオンに変動をきたす。
(4) AChの漏斗室内応用では，血清 Ca量は前 
期では増加，後期では減少し， K量はともに減少す
る。 Adではこの関係は明らかでなく， Ca，K量は
増加， Na量の減少がみられる。
(5) AChの静注により後期では血清 Ca量は
増加し， K，Na量については漏斗室内応用と異らな
い。 Adでは静注lζより初期一過性に減少の傾向を
示した後増加する点が漏斗室内応用と異る。
(6) 上記の反応から AChは主として血清 Ca
量Ir.Adは Ca量に影響を与えるように思われる。
(7) T. E. A.の漏斗室内応用により血清 Ca量
の増加が著しいが，後期ではこの反応は著明ではな
( 8) Picrotoxinの漏斗室内応用，皮下投与で 
(16) p32を漏斗室内，静脈内， リンパ腔内K応
用し，各臓器への分配率をも検べた。 
(17) 以上の諸成績からみて，ガマ漏斗室内への
薬物の応用による血清中の Ca，K， Naイオンの変
動は，それら薬物の静脈またはリンパ腔内への応用
による変化と異るものがあるように思われ，その点
についても考察を加えた。
本稿を終るに当り，終始変らざる御指導を賜
わり，且つまた御校関の労を重ねて賜わった思 
師，小林龍男教授に対し，衷心より感謝の意、を
表する次第です。 
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